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た 15, 16）。Brain Heart Infusion （BHI）（Difco, USA）
液体培地 450 mLを用いて 37 ℃，24 時間，酸素吸収・
炭酸ガス発生剤（アネロパック，三菱ガス化学 （株），
東京）を用いた静置・嫌気培養を行った。
培養終了後，培養液を遠心分離（12,000 × g，4 ℃，
30 分）し，菌体を除去した。その上清を 60 ％硫酸ア
ンモニウムで塩析した（4 ℃，24 時間）後，遠心分離





小試験管に粗 GTase 1.0 mL，試験物質溶液 1.5 


















る試料 Aでは 65％，スクロースおよび GTase抑制作
用を持つ緑茶ポリフェノールが含まれている試料 B
では 41％，甘味料としてスクロース代替甘味料であ
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